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ジョウ  オ  ハ少   タ  ロウ                 城生倍太郎  














0000  毒00●0  
0●●●   
「≡角，手袋」などの7グセント。   
福島県伊達郡床原村WT氏（当時32歳1に上る。   
F乱 書印は排除される塑を示す。  




【gl〕   
92  城生倍大郎  
司（1982）などを公にした。もっとも、モンゴル語チャハル方言を分析した  























それは、伝統的なaCCent d’intensit6（範さアクセソト）、Pierre Delattreの  
accentde quantit昌（長さ7クセント〕、Pierre L由nのaCCent dehaute11r  




なる発展のために寄与し得るものと信ずるが放である。   
フラソス語のアクセント  93   



























トに対してこちら側からJe dis＿などの文脈のあるものと、単独の形で文  
脈のないものとの双方において、例えば［‾L’mi］［－a－‾mi］などと音調塾を人  
為的に変えて与え、どの型が許容されないかも併せて調査してある。   
































論を検討することとする。   
フランス語のアグセソト  
（1）CVCVCV＝・………音韻レベル  
HL …………音調レベル  
























叫 一方、Tを担っていないⅤがあってもⅤと結ばれていないTが  
なければ、そのⅤは既に他のⅤと結ばれたTと結びつけられる。  
2．4．以上の一般論を踏まえて、次に単音節語より順次具体的分析を試る。   
兢生倍大郎  g6  











ととした。   
次に派生の諸段階を（4トa）からnoblで代表させ、逐次検討してみる。（5－  
a～tl）  
（5）a）nobl b）nobl  
C）nE’l 
d）nbl  










る。   
フラソス語の7クセソト  97  
（6）TSR  
L ＞β  
（＊〕   
Ⅴ  
／＼  
H －   
1・－I   
奇c。捕を除く）   
／＼  






（7）Lexicon a）nobl blk蒜 c）＆）   
TAR（2） kr 
HL 
■ k咋   







TSR（6） n1  
H  







だということになる。   
兢生倍大郎  
礫・  
b）famオ   
遥bl  
・兼・   


















・■ぷ■     VCoV＋｝VCoV  
＼／  墓 i  
L  L H  
＃♯Co＿  
（9）の仮定により、鼻母音は排除されることになるので、次に示す通り2音  
節語の全ての派生は矛盾なく説明することができる。（10一」む－ぺ）   
（10）LpxICOn allkabk∈t  bl孟諾bj  e）d由r  
豆bl  d止tr  
‥  
、  
鮎貰bl  d。ktr  
ン1   
IIL  
卜′■1   
F L   




フラソス誘のアグセソ†  紺  


















amat【監r   
・■■・ b）rak6te c）mek飢諷  a）nⅥie   















なるからである。   
先ず（11トC）のグループは、語原的に積層辞を伴うものである。従って小論  
の筆者ほ、この諸原意識が話し手にとって特別なわだかまりを与えると、他の  ■■●■■  
多くの語形がHHL型を呈するにも拘らず類推（anal0gie）が及びかねて、こ   
















・兼・  rak6te  
‡IL  
甘   rak占te   
W  
H1  
・■t・ C）mek6ta d）amatcer  （12）Lexicon a）uvTie   
TAR‘2）e  1・  mek6t諷  




レγ   
王I L  
・■  
me】i6t象  
t・ mek6t已  
・託・  
amat（モr  




、＼＼、さノ■1   
Ii L 
WFC（3）  二’  
ILR（9）  
TSR｛6’  ・託・  
。ut。ut 蒜屯 量聖 品  al¶：1tニr   
以上でフランス語の音調に関する主要な部分の見通しほ、不十分ながら得ら  
れる段階に達したので、次に複合語をはじめとする若干の問題を検討すること  
にする。   
フランス語のアクセント  
2．5．複合語にほ、り3）に示すように二種炉のタイプがある。  
101   
（1割 叫姐酔elize（叫（Champs一宜1ys由）  





（14）WBRR   
L→H／Co瑚   
以上の点を籍まえて次に複合語の派生を示す（15）。  
傷  
叫 PITene距叫翫al  
キ   
pirene＃三っ巧訳出   
レ■ レ′  
HL I王 L  
■  p神1  
ⅠIL    王IL  





L王王1  1王 1  
碁  
pど苛距耶1   
（15）LexicDn a）臨軒ellze   
TAR（2）蓋＃  
∬LHL   
WFC｛3）星  
ⅠIL IIL  
ILR（印  －＃－  
TSR（句  泊＃zelize  
lVl  
丑ⅠIL   
W丑RR〔14）－‡－  
0山Put  租  


























に譲ることとして、ここでは上に言及した長母音でほ音調が全て肌となるこ   
フラソス語のアクセント  1（）3  




























るところでほ次の事宋がこむ理論忙対する反例となる。   
即ち、同じ日本語でも更に詳細に他の方言を観察すればたちどころに明白な   














というように極めて容易忙これらの弁別を行うことが可能である。   
結論として、現段階でのDTTは．、枠組みせ過剰に簡素化するの余り、棲め  
て単純な音調以外はうまく記述できないということになる。従ってこの点を克  
服しない限り、これを以てATを批判したことにはならない。   
そこでもし現時点（1▲）でのATに対する批判をするのであれば、筆者は寧ろ  
次の2点をこそ取り上げるペきであろうと考える。そり第一ほ「音調レベルの  









ほかの言語事実からも多数予潮される。   
フランス缶のアクモソト  1（I5   
第二点として、書印や且Lなどの実体が極めて曖昧模糊としているという  
事実を指摘しなけれはならない。例えばGoldsmith（1976Lb）でほ、英語 ・粒  
b乱1加札Jap，‥、et。．の攣印を有する部分がHと結ばれているので、  
一見事印はWOrdstress、Hはそれに随伴するPitchのように見うけられるが、  

























■ した、互忙弁別的捜能は持たないが、血k旭rに対して血kt｛尤rの如き「対立」  
を有する言辞事実の解釈ほ、上の理論的枠組みをもってしても尚十分忙は行な  
い得ない。即ちここで言う「対立」とは、具体的には次のような意味を有する。   














元を異にする「有芯性」なる概念を掟唱する。   
この考えの、より発展した段脾ほ、城生倍大郎（1983）に記したので此処では  
ごく初期の段階を示しておくと、先ずその動挽ほ、フラソス語の血kt8巳rと  
薔 （bkt〔だーの間に見られるような併存音調型の間には、少なくとも一種の社会習  
●●●  
慣的な型があるということにあった。但しここで言う「一種の社会習慣的な型」  














批判を撤回させることができる。   








（a）  （b）  （亡j  （d）  
a）日本語（東京方言）、起伏式など  
■  










㈲ TC上玉｝，Vol．4，193l  
t■Igrollpery址miqneの訳。或るまとまった意味に対応する単語連鎖。筆者はこれを  
日本語における「文節」に非常に近いものと考えている。尚、これに関しては競生   
倍大郎▲青井明（1974）を参照  
皿 小学校4年のとき初めてフラン∵六人のM加ヵラソドロー氏に個人教師をお願いし  
た。こ九ほ筆者がそ九迄暁星小学校で受けてきたフラソス語教授法とは全く異るも  
ので、わけても発音に関しては厳しくこれを徹底されたものであった。その中で今   
でも印釦こ残っているのはアクセントで，例えばpet鷹鞄ほ「クッキー」、   
Cad印南塑は「角」、mer軸は「ベール」の上うな日本語の音調を現に   








岬 2．5．に示したIowlevelr11le、（17ト何及び（17卜（ii）などを参凰。  


























（抑 腰蕃四部り97恥p．2．より引用。  
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